
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
三
七

◎
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律�

�

（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六
七
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
五
月
九
日
・
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）

○
稲
田
国
務
大
臣

	

（
略
）	

次
に
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由

及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
個
別
法
に
各
独
立
行
政
法
人
を
中
期
目
標
管
理
法
人
、
国
立

研
究
開
発
法
人
、
ま
た
は
行
政
執
行
法
人
の
い
ず
れ
か
と
す
る
規
定
を
追

加
す
る
等
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
五
月
二
七
日
）

○
柴
山
昌
彦
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
案
に
つ
き
ま
し
て
、

内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

	

（
略
）	

次
に
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
個
別
法
に
各
独
立
行
政
法
人
を
中
期
目
標
管
理
法
人
、
国
立
研
究

開
発
法
人
ま
た
は
行
政
執
行
法
人
の
い
ず
れ
か
と
す
る
規
定
を
追
加
す
る

等
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
四
月
二
十
二
日
、
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
及
び
質

疑
が
行
わ
れ
た
後
、
直
ち
に
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
五
月
九
日
稲
田
国
務
大
臣
か
ら
両
案
の
提
案

理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
同
月
十
六
日
か
ら
質
疑
を
行
い
、
同
日
参

考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
二
十
一
日
総
務
委
員

会
と
の
連
合
審
査
会
を
行
い
、
二
十
三
日
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。

質
疑
終
局
後
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
及

び
み
ん
な
の
党
の
四
会
派
共
同
提
案
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
主
務
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
の
長



独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
三
八

ま
た
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
募
の
活

用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正

案
が
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
し
、
法
務
大
臣
は
、
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
ま
た
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

必
要
に
応
じ
、
公
募
の
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
理
事
長

ま
た
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
募
の
活

用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正

案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
両
修
正
案
の
趣
旨
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま

し
た
。

次
い
で
、
両
案
及
び
両
修
正
案
を
一
括
し
て
討
論
を
行
い
、
順
次
採
決

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
両
案
は
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
を
も
っ
て
修
正
議

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
会
修
正
の
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
五
月
二
三
日
）

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
二
六
法

六
六
）
の
委
員
会
修
正
の
提
案
理
由
と
一
括
し
て
掲
載
）

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
五
月
二
三
日
）

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
二
六
法

六
六
）
の
附
帯
決
議
と
一
括
し
て
掲
載
）

三
、
参
議
院
内
閣
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
六
日
）

○
水
岡
俊
一
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

	

（
略
）	

次
に
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
は
、
各
独
立
行
政
法
人
を
中
期
目

標
管
理
法
人
、
国
立
研
究
開
発
法
人
又
は
行
政
執
行
法
人
の
い
ず
れ
か
と

す
る
規
定
を
個
別
法
に
追
加
す
る
等
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
、法
務
大
臣
が
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
又
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
文
部
科
学
大
臣
が

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
理
事
長
又
は
監
事
を
任
命
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
募
の
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
参
考

人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
制
度
導
入
の
経
緯

及
び
こ
れ
ま
で
の
評
価
、
役
員
の
任
命
、
報
酬
等
の
在
り
方
、
業
務
の
特



独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

二
三
九

性
に
応
じ
た
制
度
運
用
、
法
人
の
統
廃
合
に
際
し
て
の
雇
用
の
安
定
の
確

保
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の
山
下

理
事
よ
り
両
法
律
案
に
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
順
次
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
五
日
）

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
二
六
法

六
六
）
の
附
帯
決
議
と
一
括
し
て
掲
載
）


